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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・エコポイントの効果により、省エネ家電、特に液晶
テレビの販売量が顕著に伸びている。

やや良く
なっている

スーパー（店
長）

来客数の動き ・食品を中心に買上客数が回復傾向にあり、前年比
105％と前年を上回っている。商品単価は前年比95％
程度と低下しているが、買上点数の伸びと買上客数の
伸びで売上は好調に推移している。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・道内、特に札幌圏からの利用客が増えている。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・今冬発売の新商品に対する客の注目度が高く、以前
と比べて、機器交換や新規購入に関する問い合わせや
予約が好調に推移している。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・イルミネーション点灯イベントの効果などから、９
～10月よりも来街者数が増加したが、買物ではなく、
他の用事で訪れた人が多いのか、商店の袋を持ち歩く
人が少なく、販売量そのものは増加していない。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・売上は引き続き前年比92％前後で推移している。食
品は好調なものの、衣料品や呉服、宝飾品の不振が続
いており、客単価は前年比95％程度で推移している。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客単価は前年の95％を下回っており、ここ半年は同
じような動きで推移している。商品単価も同じく前年
の92％前後にとどまっており、消費者の生活防衛意識
に変化はみられない。

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・政権交代後の景気対策がまだ実行されていないこと
や来年度予算の引締め、見直しの動きなどがみられる
ことから、客が様子見をしており、全体的に停滞感が
漂っている。

スーパー（役
員）

単価の動き ・この数か月、単価の動きに変化はみられない。11月
は、商品単価は前年比97.2％、客１人当たりの買上点
数が前年比103.2％となっており、客単価は前年比
100.4％と前年実績を維持している。既存店では、来
客数が前年を３ポイントほど上回っていることから、
売上は順調に推移しているが、競合店との価格競争が
激しくなっているため、利益率は低下している。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・引き続き来客数が前年を上回っている。ここ数か
月、客単価の低下により、売上は低迷していたが、今
月はボジョレーヌーヴォーが好調に売れており、客単
価を押し上げている。

コンビニ（オー
ナー）

販売量の動き ・プライベートブランドの低単価商品に販売が集中し
ている。また、買上点数も減少している。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・客の買い方が非常にシビアになっており、安い物や
目新しい物でなければ、買わなくなっている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・薄型テレビの販売量が倍増している。エコポイント
制度など、政府の経済対策が功を奏している。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・引き続き、エコポイント制度の効果で薄型テレビや
冷蔵庫がよく動いている。客単価も上昇しており、来
客数も前年並みの数字となった。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売台数が前年よりも増えている。前年が悪すぎる
ため、参考にならない面もあるが、最悪の状況は脱し
ている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・売上の65％を占めるランチはほぼ前年並みの状況で
あるが、ディナーは前年を15％上回るなど、客の入込
が良い。全体では客単価、売上共、前年を５％ほど上
回っている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・レストランでのランチ利用客の数が前年比61.9％と
なっており、相変わらず落ち込んだままである。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・その時期によって販売の好調な旅行先が出てくる
が、海外旅行が良い時は国内旅行が伸び悩み、国内旅
行がやや持ち直した時は海外旅行が低調となるなど、
全体的なかさ上げにつながらない。

タクシー運転手 販売量の動き ・今月は天気が良かったため、タクシーを利用する客
が大変少なくなっている。また、景気が回復基調にな
いという話を客がよく話しており、そういった雰囲気
が街中に浸透している。

タクシー運転手 来客数の動き ・相変わらず電話での注文が減少しており、客の数も
減少している。

家計
動向
関連



通信会社（社
員）

販売量の動き ・地上デジタル放送への完全移行まで２年を切ってい
るなか、エコポイント制度が来年度も継続されるかま
だ決まっていない状況であるため、テレビの購入を真
剣に検討する人が増えているが、多チャンネル視聴の
ために支出を更に増やそうという人は、それほど増加
傾向とはなっていない。し好品のために費用を増やす
余裕のない人が多くなっている。

観光名所（役
員）

来客数の動き ・海外旅行は、韓国が若干の増加を見せるなど、全体
として下げ止まり感があるものの、国内旅行は依然と
して、団体客を中心に低迷している。ただ、11月は月
後半の３連休で個人客を確保できたことから、全体で
は３か月前と同様の状態であった。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・相変わらず来客数が減少している。この６か月間の
来客数は前年を５～10％下回って推移している。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・閑散期に入ったが、相変わらず利用客が前年を下
回ったままである。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・相変わらず住宅の動きが鈍い。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・前年の同時期に比べて、商店街の人通りが20％程度
減っている。顧客の来店も減っているが、特にフリー
客の来店がかなり落ち込んでいる。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・オープン間もない大型ディスカウント店がにぎわう
など、消費動向のデフレ化が進んでいる。それに伴
い、商店街への来街者が減少している。

商店街（代表
者）

単価の動き ・先行き不安から客の買い控えが一層進んでいる。本
当に必要な物しか購入しなくなり、また安くないと買
わないため、客単価、商品単価共、低下傾向にある。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・防寒衣料に関して、今月前半は気温が高めで推移し
したため、動かなかったとみていたが、後半に入り、
気温が下がっても客の買い控えがみられた。バーゲン
待ちの様子が見受けられ、特に単価の高い商品の動き
が非常に鈍くなっている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・バーゲンや特売などに対して、客が非常に敏感に反
応するようになっている。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・秋冬物のジャケット、コートの販売量は前年を１割
程度上回っているが、単価が前年の８割程度まで低下
しているため、全体の売上が減少している。

百貨店（役員） 単価の動き ・最近のニュースで報道されているように、景気の２
番底に対する心配が客の買い控えにつながっている。
客単価の低下も目立っている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・夏ごろから、自社競合も含めて価格競争が激化して
いる。目玉商品のみを買う客もずい分と増えてきてい
る。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・引き続き、単価の低下傾向が続いている。ただ、買
上点数が増加していることから、売上はそれほど減少
していない。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・新型ＯＳの売行きが予想をかなり下回っている。ま
た、薄型テレビ以外の商品の売上の落ち込みも激し
い。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・医薬品の支払まで、クレジットカードで計画的に支
払う傾向が出てきた。なかには、処方せんの支払まで
カードを使う客もみられる。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・タイヤなどの高額商品の売行きが低調である。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・全体的にやや悪い。割引した特別メニューを売り出
すと、そればかりが売れ、売上に貢献しない。来客数
を減らさないようにすることが精一杯の状況である。
地方の繁盛店も閑散としている。

旅行代理店（従
業員）

単価の動き ・個人客、法人客を問わず、付加価値の高い高額商品
よりも、安い商品を求める傾向がますます強くなって
おり、客単価の低下に歯止めがかからない。更に、オ
フ期を迎えたことで、宿泊施設のインターネット直販
の単価も低下しており、消費者の低価格化が進んでい
る。



タクシー運転手 来客数の動き ・11月は上旬に初雪が降ったが、その後は暖かい日が
続き、雪も降らなかったため、例年と比べて、タク
シーの利用客が少ない。売上も前年を10％以上下回っ
ている。

タクシー運転手 販売量の動き ・11月は、１年で最も暇な月だが、特に今年の売上は
厳しい。売上は、３か月前と比較して約12％下回って
おり、前年と比較しても約５％下回っている。特に夜
間の落ち込みが大きい。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・円高、新型インフルエンザ、不況の影響を受けて、
国内客、海外客共、利用者が減少しており、前年の
89.5％にとどまっている。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・例年、11月ごろから来客数が減少する傾向がある
が、今年は例年以上に来客数が少ない。

悪く
なっている

一般小売店［土
産］（経営者）

販売量の動き ・メディアが景気の悪さばかりを強調した報道をして
いるため、市民のムードが極端に落ち込んでいる。人
が出歩かなくなっており、物も買わなくなってきた。

一般小売店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・政府がデフレを認めたことが、消費者心理に強く影
響しており、消費者の買い控えが進んでいる。これか
ら年末を迎える時期であるが、そういった心理的な要
因が実需を減少させている雰囲気がある。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・単品買いが目立ち、販売量が大きく減少している。
また、客のセールに対する反応も非常に敏感で、価格
への関心度の高さがうかがえる。特に紳士服・用品な
どは、低価格への動きが際立っている。

観光型ホテル
（経営者）

単価の動き ・来客数の減少に加えて、客単価の落ち込みが大き
く、売上減少につながっている。

観光型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・宿泊料金に関して、前年よりも低単価商品に対する
リクエストが多く、高額商品の売行きが悪い。食事に
飲み物を付けるようなリクエストも減ってきている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・販売量についてみると、国内旅行が前年の88％、海
外旅行が前年の68％となっており、過去最悪の数値と
なっている。特に海外旅行は価格訴求型商品が増えて
いることから、客単価が大きく低下しており、売上は
前年の40％にとどまっている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・販売量についてみると、国内旅行が前年の77％、海
外旅行が前年の64％となっており、極めて低調に推移
している。期待した３連休も底支えには全くつながら
なかった。最近では、安い商品すら売れなくなってき
ている。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・将来に対する不安から、単価の高い住宅等の購入に
対して、客が非常に慎重になっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・10月に比べて、百貨店の需要が若干良くなりつつあ
る。請負物件の需要も回復しつつある。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・景気対策の効果が途切れた感があり、取引先が全般
的に新規投資を先送りしている。また、経費削減への
圧力が一層強まっており、値下げを求める声が高まっ
ている。政府の宣言どおり、周囲のデフレ状況が顕著
に感じられる。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・土木建設業が活況を呈しており、３か月前と比べる
とやや良くなっている。

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・今月の受注額に関して、前年比での増加幅が、３か
月前よりも拡大している。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量は減少傾向にあるが、販売価格が維
持される一方で、仕入価格が低下していることから、
適正な利益が確保されつつある。

変わらない 建設業（従業
員）

取引先の様子 ・官民問わず建築工事の見積の引き合いが少ない。限
られた入札も低価格応札で決定されており、建設関連
の景気が回復する状況にはない。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・みかん、りんご、かき等の農産物が収穫時期を迎え
たことに加えて、自動車メーカーの生産量の増加によ
り、ダンボール原紙の荷動きが若干上向いている。

企業
動向
関連



輸送業（支店
長）

取引先の様子 ・特に受注量が増えたり減ったりするような状況には
ない。むしろ減産や店舗撤退、事業縮小等の話が聞こ
えてきている。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・景気対策の恩恵を受けている土木建設業、家電量販
店、乗用車販売などは堅調だが、雇用環境、所得環境
の厳しさから、住宅建築、観光関連、百貨店業界が不
振である。

司法書士 取引先の様子 ・取引先の様子をみると、不動産不況時代と言われる
ほど、低調に推移している。３か月前と比べても、多
少悪化しているようにみられ、回復傾向にはない。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（団体役員）

受注価格や販売
価格の動き

・円高や株安に加えて、デフレの進行により、年末商
戦を迎えているにもかかわらず、受注量の落ち込みや
低価格化の進行がみられ、売上は前年を１割以上下
回っている。取引先も含めて、地域全体の経済が後退
しており、給与の引下げや雇用形態の変更等が見受け
られる。

食料品製造業
（役員）

受注価格や販売
価格の動き

・これまでの半額といった低価格商品が売れ、既存品
の売上が激減している。また、そういった低価格商品
を販売しているメーカーに量販店の売場を取られてい
る。

金属製品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・単価が今までの半分くらいにまで低下している。

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

競争相手の様子 ・同業他社の人余りがひどくなってきている。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・引き続き、コールセンターの求人件数が前年を40％
以上も上回っている。また、貨物運送業も前年比でプ
ラスに転じている。

変わらない 求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・地域内に限定した求人広告受理件数は、今年４月か
ら微増微減を繰り返しており、顕著な変化はみられな
い。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・売上は前年比１割減と良い数字ではないが、前月の
３割減と比べれば減少幅が縮小している。業種別にみ
ると、売上額の大きい医療系求人の売上が倍近くと
なったほか、毎月数字を落としていた派遣も前年を上
回った。前政権の補正予算の効果で、土木建設が一時
的に息を吹き返しているが、当社の求人には直接的な
影響はみられない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・10月の有効求人倍率は0.35倍と前年を0.14ポイント
下回り、12か月連続で前年を下回っている。特に、有
効求人が大幅に落ち込んでいる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・月間有効求人数は前年から6.7％減少し、36か月連
続で前年を下回った。新規求人数は前年から3.7％減
少し、20か月連続で前年を下回った。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・10月の新規求人数は前年を0.7％下回った。新規求
職者数は前年を6.6％下回った。月間有効求人倍率は
0.39倍となり、前年の0.44倍を0.05ポイント下回っ
た。

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・採用形態の多様化もあり、例年、秋採用を実施して
いた企業が採用を見合わせており、本学への９月以降
の求人数が大幅に減少している。また、内定式後の一
部辞退により行われる追加採用が皆無であるほか、公
務員試験受験者を対象に採用を希望する企業も減少し
ている。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・現在、道内の主要都市で、受託事業として合同企業
面接会の運営を行っているが、企業に対して参加のア
プローチを行っても、求人がないという声が多く、参
加企業の確保に苦戦している。各企業において、中途
採用を相当控えている状況がうかがえる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・10月の新規求人数が前年を12.7％下回っている。求
人倍率は前からは0.01ポイントの改善となったもの
の、28か月連続で前年を下回るなど、厳しい雇用失業
情勢が続いている。

雇用
関連



悪く
なっている

－ － －


